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地域で頑張っている皆さんを「ダーツの旅」風に追っています！

やわらかな、若い風 ⑱

Monthly Happy Communications

山崎  恵美 さん
　　YAMAZAKI   Emi    

Interactive
Side Story

 ふれあい
　サイドストーリー

　恵美さんは、地元の介護老人保健施設「あまさぎ園」
で介護の仕事をしています。「小学生の時にこの園でボ
ランティアをしました。楽しそうな印象を強く感じて『こ
こで働きたい』と思い、高校・短大で介護を学んで就
職しました」。入所している方に寄り添い、「マニュアル
よりも利用者さんが優先！」を心がけ、食事の介護や
居室での療養生活などを支援しています。まず、「利用者
さんの声を聴くこと」を大切に、先輩たちにも意見を求
めて確認しながら、ケアに努める日々を送っています。
　以前は弓道と茶道に親しんだ恵美
さん。「他愛もない話でもコミュニケー
ションが大事ですね。勤務の日の朝、
『あなたが来てくれてよかった』と言っ
てもらえると、とてもうれしいです」と
話し、笑顔を見せました。

♥26歳、岩城亀田　　♥性格　　少しだけ、引っ込み思案なところがあります。
♥好きな言葉　「楽しむ」。仕事も、仕事を離れても楽しむことで、前を向いて。 
♥市内で好きな場所　アクアパル。川でボートをする風景を見に行きます。
♥お世話になっている方へ　あまさぎ園の皆さんです。ショートステイの施設
　に移り、１年ほど離れた時も励まし、気にかけてもらってうれしかったです。
　その経験を生かしながら、貢献できるように頑張っていきたいと思います。

地域の一員として、雪寄せをがんばろう地域の 員として、雪寄せ
　ゆり支援学校の中学部・高等
部の生徒たちが「地域応援活動
－みんな元気プロジェクト」として
雪寄せに取り組んでいます。同校
では冬場の除雪ボランティアが恒
例となっていて、シーズン中複数
回にわたって、羽後本荘駅周辺や
水林の福祉エリアで活動を行って
います。
　取材に伺った１月26日は、生
徒約70人と先生方、保護者が一
緒になって雪寄せに汗を流し、バ
ス停のまわりを通りやすくしたり、
点字ブロックを覆っていた雪を取

り除いたりと、細やかな配慮で作
業を進めていました。通りかかっ
た人たちからは「きれいにしてく
れてありがとう」「お疲れ様、助か
るね」などと声がかけられ、生徒
たちは元気なあいさつで応えてい
ました。高等部２年の豊島雄介さ
んは「今日は雪が硬くなっていて
少し大変。でもまちの人たちが笑
顔でありがとうと言ってくれるとうれ
しいです。来年も続けていきたい」
と話しました。
　活動はその名のとおり、みんな
の気持ちを元気にして
くれていて、多くの感謝
の声が寄せられています。

利用者の方に寄り添って

「
利
用
者
さ
ん
優
先！
」心
が
け
、声
を
聴
き
な
が
ら

「
あ
ま
さ
ぎ
園
」で
、療
養
介
護
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す

「
あ
ま
さ
ぎ
園
」で
、療
養
介
護
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す

背丈ほどに積もったバス停
まわりの硬い雪も、数人ず
つのグループで力を合わせ
て砕いて寄せました

スコップやそり
を使って、全て
手作業で歩道を
きれいにして
いきます
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ミ
ニ
か
ま
く
ら
に
灯
が
入
り
、
柔
ら
か
な
光
に
包
ま
れ
る
親
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
月
29
日
。
記
事
は
２
㌻
）
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児
童
た
ち
が
大
喜
び　

給
食
に
秋
田
由
利
牛
が
登
場

市長室

　市長の長谷部です。１月の私の行動の
一部をお知らせします。この情報は、市
ホームページでもご覧いただけます。

か　ら

笑顔で給食を味わう児童（上）と秋田由利牛の給食

左から小野さん、荘司さん、長谷部市長、長谷部さん、伊藤さん、藤原さん

特A評価を受けた由利（左）と西目（右）のB＆G施設

　

「
ホ
ッ
プ
・
ス
テ
ッ
プ
・
キ

ャ
ン
パ
ス
」
が
１
月
29
日
、
県

立
大
学
正
面
の
飛
鳥
大
通
り
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
大
学
生
と

地
域
住
民
と
の
交
流
を
図
ろ
う

と
南
内
越
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス

ク
ー
ル
（
冨
樫
隆
夫
代
表
）
が

毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
参

加
し
た
約
１
３
０
人
の
親
子
連

れ
が
、
ミ
ニ
か
ま
く
ら
作
り
や

た
こ
揚
げ
を
白
い
息
を
吐
き
な

が
ら
楽
し
み
ま
し
た
。

　

お
母
さ
ん
と
弟
と
参
加
し
た

松
浦
彩
那
さ
ん
（
新
山
小
２

年
・
大
浦
）
は
「
６
個
の
か
ま

く
ら
を
作
っ
た
け
ど
、
上
手
に

で
き
ま
し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

夜
に
な
る
と
作
っ
た
ミ
ニ
か

ま
く
ら
の
中
に
ろ
う
そ
く
の
火

が
と
も
さ
れ
た
ほ
か
、
花
火
が

打
ち
上
げ
ら
れ
、
冬
空
を
彩
る

火
の
明
か
り
に
参
加
者
た
ち
は

「
き
れ
い
だ
ね
」
な
ど
と
話
し
、

笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

中
学
生
会
議　

市
内
中
学
生
が
意
見
を
交
わ
す

　

長
年
に
わ
た
り
同
一
業
種
に

精
励
し
て
技
を
磨
き
、
業
界
の

発
展
や
後
進
の
育
成
な
ど
に
功

績
の
あ
っ
た
方
々
を
た
た
え
る

「
市
優
良
技
能
者
表
彰
式
」
が
、

１
月
18
日
に
市
内
ホ
テ
ル
で
開

か
れ
、
小
野
清
さ
ん
（
78
歳
・

万
願
寺
・
建
築
大
工
業
）
、
荘

司
賢
一
さ
ん
（
68
歳
・
町
村
・

建
築
大
工
業
）
、
長
谷
部
哲
さ

ん
（
67
歳
・
大
鍬
町
・
内
装

業
）
、
伊
藤
春
美
さ
ん
（
64

歳
・
葛
岡
・
左
官
業
）
、
藤
原

善
好
さ
ん
（
62
歳
・
石
脇
・
電

気
工
事
業
）
の
５
人
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

「
市
優
良
技
能
者
表
彰
式
」　

優
良
技
能
者
５
人
を
表
彰

１月24日（火）
第９回B＆G全国サミット（東京都港区：笹川記念会館）

　

市
内
各
中
学
校
の
代
表
生
徒

が
集
う
「
中
学
生
会
議
」
が
１

月
30
日
に
西
目
総
合
支
所
で
開

か
れ
、
各
校
か
ら
２
年
生
の
男

女
１
人
ず
つ
、
合
わ
せ
て
20
人

の
生
徒
が
参
加
し
「
地
域
の
た

め
に
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ

と
」
を
テ
ー
マ
に
意
見
を
交
わ

し
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
中

学
校
で
の
取
組
事
例
や
成
果
、

反
省
点
な
ど
を
発
表
し
合
い
、

互
い
の
活
動
を
よ
り
良
く
し
て

い
く
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
探
り
合

い
ま
し
た
。
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

や
あ
い
さ
つ
運
動
な
ど
共
通
の

取
り
組
み
も
多
い
中
、
「
地
域

の
伝
統
の
祭
り
に
参
加
す
る
の

は
良
い
こ
と
だ
と
思
う
」
「
自

分
た
ち
が
一
方
的
に
地
域
に
出

て
行
く
だ
け
で
な
く
、
地
域
の

人
た
ち
と
の
双
方
向
の
つ
な
が

り
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
で
は

な
い
か
」
な
ど
、
他
の
学
校
の

取
り
組
み
を
聞
い
て
気
付
く
点

も
多
か
っ
た
よ
う
で
し
た
。
会

議
の
終
盤
で
は
時
間
が
足
り
な

く
な
る
ほ
ど
議
論
が
盛
り
上
が

り
「
他
の
学
校
の
人
と
も
っ
と

取
り
組
み
を
共
有
し
合
え
る
よ

う
に
し
た
い
」「
中
学
校
間
で
連

携
し
て
取
り
組
む
こ
と
も
考
え

て
み
た
い
」
と
い
っ
た
積
極
的

な
意
見
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
会
議
で
得
た
も

の
を
各
学
校
に
持
ち
帰
り
、
こ

れ
か
ら
の
活
動
に
生
か
し
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

地
元
産
の
秋
田
由
利
牛
を
使

っ
た
給
食
が
、
１
月
23
日
か
ら

27
日
に
か
け
て
市
内
の
各
小
学

校
で
登
場
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
食
べ
て
お
い
し
さ

を
知
る
こ
と
で
地
元
産
の
食
材

に
興
味
を
も
っ
て
も
ら
お
う
と
、

５
年
前
か
ら
学
校
給
食
に
秋
田

由
利
牛
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
小
学
校
14
校
で
秋
田

由
利
牛
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
が

出
さ
れ
、
こ
の
う
ち
西
目
小
学

校
の
児
童
た
ち
は
「
牛
丼
」
に

舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。
１
年
生

の
内
田
翼
君
は
「
献
立
で
見
て

楽
し
み
に
し
て
い
た
。
お
い
し

く
て
２
回
も
お
か
わ
り
し
た
」

と
笑
顔
を
は
じ
け
さ
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
普
段
か
ら
肉
料
理
が
好

き
だ
と
い
う
齋
藤
晴
香
さ
ん（
３

年
）
は
「
や
わ
ら
か
く
て
ご
は

ん
と
も
合
っ
て
と
っ
て
も
お
い

し
い
。
ま
た
食
べ
た
い
」
と
い

つ
も
よ
り
少
し
贅
沢
な
給
食
を

じ
っ
く
り
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

第
９
回
Ｂ
＆
Ｇ
全
国
サ
ミ
ッ
ト
が
、

東
京
都
港
区
の
笹
川
記
念
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
サ
ミ
ッ
ト
を
主
催
す
る
公
益

財
団
法
人
ブ
ル
ー
シ
ー
・
ア
ン
ド
・

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
財
団
で
は
、青
い

海
（
ブ
ル
ー
シ
ー
）
と
緑
の
大
地

（
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
）
を
活
動
の
場

と
し
て
、海
洋
性
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
は
じ
め
と
す
る
自
然
体
験
活
動

な
ど
を
通
じ
て
、
次
代
を
担
う
青
少

年
の
健
全
育
成
と
幼
児
か
ら
高
齢
者

ま
で
の
「
心
と
か
ら
だ
の
健
康
づ
く

り
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
特
別
基
調
講
演

や
事
例
発
表
の
ほ
か
、
全
国
４
７
２

カ
所
に
あ
る
Ｂ
＆
Ｇ
海

洋
セ
ン
タ
ー
の
利
用
人
数
、

事
業
の
実
施
内
容
等
を
評
価
し
、優

れ
た
活
動
を
行
っ
て
い
る
セ
ン
タ
ー

に
対
し
賞
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。今
回
、

本
市
に
あ
る
３
カ
所
の
Ｂ
＆
Ｇ
施
設
の

う
ち
、
西
目
と
由
利
の
２
施
設
が
日
頃

の
活
動
が
評
価
さ
れ
、
最
も
優
れ
た
賞

「
特
Ａ
評
価
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
地
域
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
団

体
等
と
連
携
し
、
体
験
・
学
び
・
挑
戦

な
ど
の
活
動
を
通
し
て
、
「
知
育
・

体
育
・
徳
育
」
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
〝
未
来
を
担
う
子
供
た
ち
〞
の

健
全
な
育
成
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

西
滝
沢
水
辺
プ
ラ
ザ
雪
ま
つ
り　

元
気
い
っ
ぱ
い
に
雪
遊
び
を
満
喫

　

「
西
滝
沢
水
辺
プ
ラ
ザ
雪
ま

つ
り
」
が
１
月
29
日
、
同
プ
ラ

ザ
多
目
的
広
場
で
開
催
さ
れ
、

親
子
連
れ
な
ど
約
３
０
０
人
が

雪
上
運
動
会
や
そ
り
、
ス
ノ
ー

モ
ー
ビ
ル
な
ど
冬
の
遊
び
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

雪
上
運
動
会
で
は
雪
上
パ
ン

食
い
競
争
、
雪
に
立
て
た
旗
を

取
り
に
雪
上
を
走
る
ス
ノ
ー
フ

ラ
ッ
グ
な
ど
６
種
目
が
用
意
さ

れ
、
子
ど
も
も
大
人
も
寒
さ
に

負
け
ず
、
笑
顔
で
競
技
を
満
喫

し
ま
し
た
。

　

主
催
し
た
西
滝
沢
子
ど
も
水

辺
協
議
会
事
務
局
の
佐
藤
金
市

会
長
（
69
歳
・
森
子
）
は
「
子

ど
も
た
ち
に
は
厳
し
い
冬
で
も

自
然
に
触
れ
て
、
楽
し
み
な
が

ら
た
く
ま
し
い
子
に
育
っ
て
ほ

し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
由
利
中
学
校
の
生
徒

28
人
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

ホ
ッ
プ
・
ス
テ
ッ
プ
・
キ
ャ
ン
パ
ス　

雪
夜
を
照
ら
す
か
ま
く
ら
の
灯
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市 政 情 報

市政情報

「
在
宅
寝
た
き
り
高
齢
者
等
介
護
手
当
」
の

支
給
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

長
寿
支
援
課

☎
24―

６
３
２
２

ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

地
域
振
興
課

☎
24―

６
２
３
５

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

仕
事
づ
く
り
課

☎
24―

６
２
４
７

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

由
利
本
荘
警
察
署　

交
通
課　
☎
23―

４
１
１
１

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

（
郵
送
可
）

福
祉
支
援
課

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
窓
口

☎
24―

６
２
６
７

ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
福

祉
課
・
各
出
張
所

問
い
合
わ
せ
先

長
寿
支
援
課

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
24―

６
３
２
４

市政情報

平
成
29
年
４
月
か
ら

「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

（
総
合
事
業
）」
が
始
ま
り
ま
す

◇
総
合
事
業
に
は
、「
介
護
予
防
・

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
」と「
一

般
介
護
予
防
事
業
」
が
あ
り
ま
す
。

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
く
て

も
、
必
要
と
判
断
さ
れ
れ
ば
サ
ー

ビ
ス
が
利
用
で
き
ま
す
。

介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

の
対
象
と
な
る
方

①
現
在
要
介
護
認
定
で
「
要
支
援

１
・
２
」
と
認
定
さ
れ
て
い
る
方

※

サ
ー
ビ
ス
利
用
に
関
し
て
、
大

き
な
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん

②
要
介
護
認
定
で
新
た
に
「
要
支

援
１
・
２
」
と
認
定
さ
れ
た
方

③
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
該
当

し
て
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
と
判
断
さ

れ
た
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

◇
平
成
26
年
４
月
に
実
施
し
た
消

費
税
率
引
上
げ
に
伴
う
所
得
の
少

な
い
方
へ
の
影
響
を
緩
和
し
ま
す
。

支
給
対
象
者　

平
成
28
年
度
の
臨

時
福
祉
給
付
金
の
支
給
対
象
で
あ

る
方
（
要
件
を
満
た
し
て
い
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
給
付
金
を
受
け
取

っ
て
い
な
い
方
も
含
み
ま
す
）

支
給
額　

対
象
者
１
人
に
つ
き
、

１
万
５
千
円
（
１
回
限
り
）

申
請
方
法　
（
郵
送
可
）

○
２
月
中
旬
頃
ま
で
に
対
象
と
見

　

込
ま
れ
る
方
へ
申
請
書
を
送
付

　

し
ま
す
。
同
封
の
返
信
用
封
筒

　
（
切
手
不
要
）
で
の
郵
送
、
ま

　

た
は
下
記
提
出
窓
口
（
土
日
祝

　

日
を
除
く
）
で
申
請
し
て
く
だ

　

さ
い
。 

○
申
請
書
が
届
い
た
方
で
も
、
平

　

成
27
年
の
所
得
の
状
況
や
扶
養

　

の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
支
給
対

　

象
と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま

　

す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ

　

さ
い
。 

○
給
付
金
の
支
給
対
象
者
と
思
わ

　

れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
申
請

　

書
が
届
か
な
い
場
合
に
は
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

申
請
期
間　

２
月
15
日
㈬
〜
５
月

16
日
㈫
（
当
日
消
印
有
効
）

提
出
書
類　

申
請
書
の
ほ
か
本
人

確
認
書
類
・
指
定
口
座
確
認
書
類

が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※

制
度
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

厚
生
労
働
省
の
特
設
サ
イ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◇
市
で
は
、
次
の
①
〜
③
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
高
齢
者
を
、
３

月
１
日
ま
で
の
間
、
在
宅
で
６
カ

月
以
上
継
続
し
て
介
護
し
て
い
る

同
居
の
ご
家
族
に
対
し
、
介
護
手

当
を
支
給
し
ま
す
の
で
、
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

①
介
護
保
険
法
に
お
け
る
要
介
護

状
態
区
分
が
要
介
護
４
、
ま
た
は

５
の
方

②
介
護
保
険
法
に
お
け
る
要
介
護

状
態
区
分
が
要
介
護
３
で
、
認
知

症
の
症
状
が
重
度
と
認
め
ら
れ
る

方③
介
護
保
険
法
に
よ
る
認
定
は
受

け
て
い
な
い
が
、①
・
②
に
相
当
す

る
と
認
め
ら
れ
る
方
（
市
の
担
当

者
が
調
査
し
ま
す
）

※

６
カ
月
の
間
、
入
院
・
入
所
（
シ

ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）
な
ど
の
日
数
が
、

合
算
し
て
30
日
を
超
え
て
い
る
方

は
該
当
し
ま
せ
ん
。

申
請
受
け
付
け
期
間

２
月
16
日
㈭
〜
３
月
15
日
㈬

市政情報

市
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品

４
月
更
新
予
定　

協
力
事
業
者
を
募
集

市政情報

臨
時
福
祉
給
付
金
を

支
給
し
ま
す

◇
市
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
で
寄

附
を
し
て
い
た
だ
い
た
方
へ
の
返

礼
品
を
贈
呈
す
る
「
協
力
事
業

者
」
を
募
集
し
ま
す
。
ふ
る
さ
と

納
税
を
通
じ
て
、
全
国
に
市
と
特

産
品
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
ょ
う
。

応
募
要
件
（
一
部
）　

市
内
に
本

社
・
主
た
る
事
業
所
、
ま
た
は
工

場
を
有
す
る
法
人
・
個
人
で
寄
附

者
に
返
礼
品
を
直
接
配
送
す
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
な
ど

返
礼
品
要
件
（
一
部
）

○
市
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が
り
、
地
元

事
業
者
が
市
内
で
製
造
・
加
工
・

採
取
・
栽
培
な
ど
を
し
た
商
品
、

ま
た
は
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
係

る
商
品

○
１
５
０
０
円
相
当
、
３
０
０
０

円
相
当
、
６
０
０
０
円
相
当
、
１

万
円
相
当
、
１
万
５
０
０
０
円
相

当
、
３
万
円
相
当
、（
送
料
・
消

費
税
別
）の
各
価
格
帯
。品
代（
消

費
税
含
む
）
お
よ
び
送
料
は
市
で

負
担
し
ま
す

○
数
量
が
確
保
で
き
、
通
年
の
取

り
扱
い
が
で
き
る
も
の
（
た
だ
し
、

期
間
や
数
量
が
明
確
に
で
き
れ
ば

限
定
品
の
取
り
扱
い
も
可
）

※

要
件
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法
・
期
限　

３
月
３
日
㈮

ま
で
、
地
域
振
興
課
に
備
え
付
け

の
申
込
書
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い

市政情報

今
月
25
日
は
、
由
利
本
荘
移
住

〝
ま
る
ご
と
〞
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

◇「
本
市
・
秋
田
県
」へ
の
移
住（
Ｕ

Ｉ
タ
ー
ン
）
を
お
考
え
、
ま
た
は

関
心
が
あ
る
方
、
学
生
の
方
な
ど

に
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
25
日
㈯　

13
時
半
〜

17
時
（
終
了
後
、
交
流
会
あ
り
。

交
流
会
の
参
加
料
は
当
日
徴
収
）

会
場　

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｕ
Ｍ
８　

７
７
３

会
議
室
（
東
京
都
渋
谷
区
道
玄
坂

２―

10―

７　

新
大
宗
ビ
ル
１
号

館
）

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

参
加
料　

無
料

内
容　

本
市
で
の
暮
ら
し
な
ど
の

情
報
提
供
、
個
別
相
談

申
込
期
限　

２
月
22
日
㈬

※
詳
し
く
は
「
由
利
本
荘
市
移

住
・
定
住
応
援
サ
イ
ト
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

市政情報

３
月
12
日
ス
タ
ー
ト

改
正
道
路
交
通
法
が
施
行

◇
３
月
12
日
か
ら
道
路
交
通
法
が

改
正
さ
れ
ま
す
。
主
に
「
高
齢
運

転
者
の
対
策
」
と
「
準
中
型
免
許

の
新
設
」
の
２
点
が
大
き
な
改
正

に
な
り
ま
す
。

高
齢
運
転
者
の
対
策

○
臨
時
認
知
機
能
検
査　

改
正
前

は
３
年
に
１
度
の
免
許
証
の
更
新

時
だ
け
だ
っ
た
認
知
機
能
検
査
を
、

一
定
の
違
反
行
為
が
あ
れ
ば
、
３

年
を
待
た
ず
に
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

○
臨
時
高
齢
者
講
習　

臨
時
認
知

機
能
検
査
を
受
け
、
認
知
機
能
の

低
下
が
運
転
に
影
響
す
る
恐
れ
が

あ
る
と
判
断
さ
れ
た
高
齢
者
は
、

新
設
さ
れ
た
「
臨
時
高
齢
者
講

習
」（
個
別
指
導
と
実
車
指
導
）

を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

○
臨
時
適
性
検
査
制
度
の
見
直
し

　

更
新
時
の
認
知
機
能
検
査
、
ま

た
は
臨
時
認
知
機
能
検
査
で
認
知

症
の
恐
れ
が
あ
る
と
判
定
さ
れ
た

方
は
、
臨
時
適
性
検
査
（
医
師
の

診
断
）
を
受
け
、
ま
た
は
命
令
に

従
い
主
治
医
な
ど
の
診
断
書
を
提

出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

○
高
齢
者
講
習　

認
知
機
能
検
査

の
結
果
に
よ
っ
て
、
免
許
更
新
期

間
が
満
了
す
る
日
の
年
齢
が
75
歳

以
上
の
方
が
受
け
る
高
齢
者
講
習

が
、
３
時
間
（
高
度
化
）
と
２
時

間
（
合
理
化
）
の
講
習
に
分
け
ら

れ
ま
す
。

準
中
型
免
許
の
新
設

　

準
中
型
免
許
で
は
、
車
両
総
重

量
７
・
５
㌧
未
満
（
最
大
積
載
量

４
・
５
㌧
未
満
）
の
自
動
車
を
運

転
で
き
ま
す
。

　

改
正
後
に
取
得
し
た
普
通
免
許

で
運
転
で
き
る
自
動
車
は
車
両
総

重
量
３
・
５
㌧
未
満
（
最
大
積
載

量
２
㌧
未
満
）
と
な
り
ま
す
。

○
準
中
型
免
許
は
18
歳
か
ら
普
通

免
許
な
し
で
も
取
得
で
き
ま
す
。

○
す
で
に
普
通
免
許
を
保
有
し
て

い
る
方
は
、
引
き
続
き
車
両
総
重

量
５
㌧
未
満
の
自
動
車
を
運
転
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
限

定
解
除
審
査
に
合
格
す
れ
ば
車
両

総
重
量
５
㌧
以
上
７
・
５
㌧
未
満

の
自
動
車
の
運
転
も
可
能
と
な
り

ま
す
。

▲ふるさと納税は市の花「さ
くら」の活用や環境保全、子育
て支援などに使われています。

　平成28年１月１日において、本市に
住民登録があり、平成28年度分の市民
税が課税されない方 
※ただし、市民税が課税されている方
の扶養親族などの方や生活保護を受け
ている方は対象となりません。 

平成28年度臨時福祉給付金の支給要件

（
経
済
対
策
分
）

長寿支援課、地域包括支援センター、各総合支所市民福祉課にご相談ください

介護保険の認定を申請します

介護支援専門員（ケアマネジャー）
がケアプランを作成します

総合事業対象者と
判定された場合

・福祉用具貸与
・訪問看護
・訪問入浴介護など

・訪問型サービス
（ホームヘルプ）

・通所型サービス
（デイサービス）

・介護予防のための
 レクリエーションなど

該当なし 元気な高齢者

基本チェックリストで

健康状態を確認します

65歳以上の方

「従来の介護予防給付」 「介護予防・生活支援サービス事業」 「一般介護予防事業」

要支援１・２ 非該当の方

サービス利用の流れ

総　合　事　業
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パソコン　　操作可能な方（エクセル･ワードまたは一太郎）

パソコン　　操作可能な方（エクセル･ワードまたは一太郎）

大型自動　　車運転免許
大型特殊　　自動車運転免許
車両系建　　設機械運転技能講習修了者
クレーン免　　許（0.5㌧以上５㌧未満）および玉掛け（取得見込み含む）
普通自動　　車運転免許（ＡＴ限定不可）
　　　　　　　　　　大型自動車運転免許
普通自動　　車運転免許（ＡＴ限定不可）
パソコン　　操作可能な方（エクセル･ワードまたは一太郎）
刈り払い　　機取扱作業者安全衛生教育講習修了者

中型自動　　車運転免許（８㌧限定免許可・ＡＴ限定不可）
車両系建　　設機械運転技能講習修了者
パソコン　　操作可能な方（エクセル･ワードまたは一太郎）
特になし
調理師免　　許を有すること、または調理業務経験者である
ことが望　　ましい
特になし
普通自動　　車運転免許（ＡＴ限定不可）　　　　　　　　　
刈り払い　　機の使用できる方
鳥海山矢　　島口から頂上まで登山のできる方
※更新の　　場合：スキーまたはスノーボードができる方
普通自動　　車運転免許（ＡＴ限定不可）
刈り払い　　機の使用できる方
鳥海山矢　　島口から頂上まで登山のできる方
普通自動　　車運転免許
　　　　　　　　　　パソコン操作可能な方（エクセル･ワードまたは一太郎）
刈り払い　　機の使用できる方
普通自動　　車運転免許
車両系建　　設機械運転技能講習修了者
大型特殊　　車両免許
車両系建　　設機械運転技能講習修了者
刈り払い　　機取扱作業者安全衛生教育講習修了者　  　                 
チェーンソー　　　を用いて行う伐木等業務従事者安全衛生教育講習修了者
普通自動　　車運転免許（ＡＴ限定不可）
※スキー場　　　業務の場合は、スキー・スノーボードができる方
※除雪オペ　　　レータ業務の場合は、大型自動車運転免許・大型特殊自動車運転免許
車両系建　　設機械運転技能講習修了者
普通自動　　車運転免許（ＡＴ限定不可）
刈り払い機　　　取扱作業者安全衛生教育講習修了者または雇用日
まで受講　　終了予定者
大型自動　　車運転免許　大型特殊自動車運転免許
車両系建　　設機械運転技能講習修了者
保健師、　　看護師、准看護師、介護支援専門員のいずれか
の資格を　　有する方
普通自動　　車運転免許
普通自動　　車運転免許
パソコン　　操作可能な方（エクセル･ワードまたは一太郎）
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臨時・嘱託職員の募集概要をお知らせします。詳しくは
ハローワークに備え付けの募集要項でご確認ください。
（重複しての応募はできません）

ハローワークで発行する紹介状と市専用の履歴書、必要書類を提出してください。
面接試験による選考（職種によっては書類選考あり）を行います。応募資格に
「普通自動車運転免許」とある場合は、取得後１年以上の運転経験が必要です。

市の臨市の臨時・嘱託職員を募集します嘱託職員を募集します市の臨時・嘱託職員を募集します

臨時

嘱託 生活保護受給者の就労、自立助長に必要な指導、助言。生活保護受給者からの就労相談に対する求人情
報の提供。生活保護受給者の公共職業安定所等訪問時の同行。その他福祉事務所長が必要と認めること

運行依頼があったとき随時
８時半～17時15分（うち12時
～14時までのうち１時間休憩）

１人

１人

１人
１人
１人
１人
１人

１人
１人

１人
１人
１人

１人

１人
１人

１人
１人

１人

１人

１人

１人

３人

３人

２人

１人

１人

３人

建設課所管事務の補助、窓口、電話対応

地域振興に関する業務（ふるさと納税【寄附】申込受付、
特産品発送などの業務）
子吉出張所業務に係る窓口業務および事務補助
石沢出張所業務に係る窓口業務および事務補助
北内越出張所業務に係る窓口業務および事務補助
生活環境課所管事務の補助
健康管理課所管事務の補助（健康の駅立ち上げに関する事
務局業務などの補助）
長寿支援課業務に係る窓口業務および事務補助
道路維持業務（冬期除雪機械運転作業含む）

総合支所の庁舎管理業務など
市所有バスの運転業務
施設維持・管理事務

ごみ受け入れ、処理に関する業務（重機運転作業あり）、
窓口業務、ごみの計量、プラットホーム（ごみ置き場）へ
の誘導
学童保育指導業務および施設の環境整備
診療所での給食調理業務および施設の清掃業務

庁舎および周辺の清掃ほか
観光施設管理業務（宿直勤務あり）
鳥海高原子供の国・森の休憩所・祓川山荘など施設
管理および接客、観光イベント補助など

管理棟･ロッジ･キャンプ場の施設および周辺管理

堆肥製造・製品袋詰め・運搬・販売など

市有林の保育管理（下刈り・枝打ち・除伐・間伐ほか）など
※更新の際、12月１日～翌年３月31日までは、スキー場業
務または除雪オペレータ業務

各公園の枝剪定、除草など

道路維持作業（除雪機械運転を含む）

介護認定申請者の自宅などへの、申請者の心身状況などの
訪問調査。認定調査票の作成

市税などの滞納者宅訪問による納付勧奨ならびに徴収、パ
ソコンによる文書作成など

岩城総合支所振興課
☎７３－２０１１

総務課
☎２４－６２１７

西目総合支所振興課
☎３３－４６１０

由利総合支所振興課
☎５３－２１１２
東由利総合支所産業課
☎６９－２１１６

清掃事業所
☎２２－４８８５

鳥海総合支所市民福祉課  ☎57－3501
鳥海診療所
☎５７－２００３
矢島総合支所振興課  ☎55－4951
矢島総合支所産業課
☎５５－４９５３

大内総合支所産業課
☎６５－２２１６

矢島総合支所産業課
☎５５－４９５６

都市計画課
☎２４－６３３３

矢島総合支所建設課
☎５５－４９５５
総務課
☎２４－６２１７

岩城総合支所

地域振興課

子吉出張所
石沢出張所
北内越出張所
生活環境課
健康管理課

長寿支援課
西目総合支所

由利総合支所

八塩いこいの森

矢島鳥海清掃センター

川内・笹子学童保育施設（兼務）
鳥海診療所

矢島総合支所
鳥海高原子供の国、祓川山荘
※更新の際、12月1日
～翌年3月31日までは
鳥海高原矢島スキー場
鳥海高原子供の国、
祓川山荘

由利本荘市ファミリー
ランド

大内有機センター

矢島バイオセンター

矢島総合支所産業課
※更新の際、12月1日
～翌年3月31日までは、
鳥海高原矢島スキー場
または矢島総合支所
建設課
都市計画課

矢島克雪管理センター

長寿支援課

福祉支援課

収納課

週４日勤務（週29時間）

週５日勤務（週 38時間45分）

週５日勤務（週 38時間45分）

週 4～ 5日勤務（週 29時間未満）
週５日勤務（週 38時間45分）

週５日勤務（週 38時間45分）
週５日勤務（週 38時間45分）

週５日勤務（週 38時間45分）

週３日勤務（週 23時間15分）

週５日勤務（週 38時間45分）

週５日勤務（週 38時間45分）

週５日勤務（週 38時間45分）

週５日勤務（週 38時間45分）

月15日勤務
８時半～17時15分

週４日勤務（週29時間）

週４日勤務（週29時間）

４月１日～
９月30日
（更新可）

４月17日～
10月16日（1カ
月程度の延長
あり）
４月１日～
９月30日
（更新可）

４月１日～
９月30日
（11月30日まで更新可）
４月１日～
９月30日（更新可）
４月１日～
９月30日（更新可）

４月１日～
平成30年３月
31日（更新可）

職　　種 主　　な　　勤　　務　　内　　容 施設名・勤務地 勤務時間など 応　　　募　　　資　　　格 雇用期間
２月28日㈫

２月24日㈮

２月28日㈫

２月24日㈮

２月28日㈫

２月24日㈮

２月28日㈫

受付期限 申し込み・問い合わせ先募集人数種別

※土・日・祝日に相当する日数
分をシフトにより休日に指定

※祝日勤務の場合あり

※勤務日、休日については勤務割による

※土日祝日勤務あり

※土日祝日勤務あり

※土日祝日勤務あり

※勤務日は土～月

※休日は、火、金、祝日法に定める休日

週５日勤務（週 38時間45分）
※更新の際、12月１日～翌年３
　月31日までは土日祝日勤務あ
　り

※更新の際、冬期間は土日祝日勤務あり

※勤務日、休日については勤務割による

事務補助員

重機等運転手

庁務員
バス運転士
観光施設管理人

清掃センター技術員

学童保育指導員
調理・清掃員

清掃員
観光施設従業員

施設管理人

農業施設従業員

林業作業員

公園管理作業員

建設オペレータ
（道路維持・除雪作業）
介護保険認定調査員

就労支援員

納税相談員

コ
ン
ビ
ニ
で
「
行
政
証
明
書
」
が

発
行
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

　

市
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）
所
有
者

を
対
象
に
、
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
、
住
民
票
な
ど
市

で
発
行
す
る
証
明
書
を
交
付
す
る

サ
ー
ビ
ス
を
、
２
月
15
日
㈬
か
ら

開
始
し
ま
す
。

◇
交
付
可
能
な
コ
ン
ビ
ニ
な
ど

全
国
の
セ
ブ
ン
・
イ
レ
ブ
ン
、
ロ

ー
ソ
ン
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、

サ
ー
ク
ル
Ｋ
サ
ン
ク
ス
、
セ
イ
コ

ー
マ
ー
ト
、
イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
、

セ
ー
ブ
オ
ン

◇
サ
ー
ビ
ス
提
供
時
間

住
民
票
の
写
し
・
印
鑑
登
録
証
明
書

６
時
半
〜
23
時（
土
日
祝
日
含
む
）

戸
籍
・
戸
籍
の
附
票

９
時
〜
17
時
15
分
（
平
日
の
み
）

※

た
だ
し
、
い
ず
れ
も
12
月
29
日

〜
１
月
３
日
は
休
止
し
ま
す
。

◇
発
行
可
能
な
証
明
書

住
民
票
の
写
し
、
印
鑑
登
録
証
明

書
、
戸
籍
証
明
書
（
謄
本
・
抄
本
）、

戸
籍
の
附
票
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
や

住
民
票
コ
ー
ド
は
入
り
ま
せ
ん
）

※

住
所
が
本
市
に
な
く
て
も
、
本

籍
地
が
本
市
の
方
は
戸
籍
証
明
書

と
戸
籍
の
附
票
を
取
得
で
き
ま
す
。

◇
交
付
に
必
要
な
も
の　

マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
発
行
時
に
設
定

し
た
４
桁
の
パ
ス
ワ
ー
ド

◇
利
用
方
法　

発
行
に
は
、
店
頭

に
あ
る
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
を
利
用

し
ま
す
。
店
舗
に
よ
り
操
作
方
法

が
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

店
頭
で
確
認
し
て
い
た
だ
く
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
住
民
記
録
班

☎
24―

６
２
４
３

２月15日
スタート



15
年
ぶ
り
、
民
俗
文
化
を
復
活！

君
ヶ
野
集
落
で｢

な
ま
は
げ｣

継
承

　

豊
作
を
祈
る
「
雪
中
田
植
え
」
が

１
月
15
日
、
休
養
宿
泊
施
設
「
鳥
海

荘
」
前
の
広
場
で
行
わ
れ
た
。
か
つ

て
農
家
の
小
正
月
行
事
と
し
て
広
く

行
わ
れ
て
い
た
農
耕
文
化
の
行
事
を

伝
承
し
よ
う
と
、
鳥
海
荘
が
平
成
21

年
か
ら
毎
年
実
施
し
て
い
る
。

　

当
日
は
市
内
外
か
ら
約
１
０
０
人

が
参
加
。
佐
藤
久
通
さ
ん
（
30
歳
・

鳥
海
町
上
川
内
）
が
自
宅
で
続
け
て
い

る
古
式
に
の
っ
と
り
、
四
方
に
門
松

を
立
て
、
し
め
縄
を
回
し
た
雪
の
田

（
正
月
田
）
で
、
わ
ら
や
豆
殻
の
束

を
稲
の
苗
に
見
立
て
て
植
え
立
て
た
。

　

参
加
者
代
表
の
男
女
10
人
も
一
束

ず
つ
丁
寧
に
植
え
、
玉
串
を
捧
げ
て
、

今
年
の
稲
の
豊
か
な
実
り
や
家
内
安

全
な
ど
を
願
っ
た
。

伝
統
あ
る
面
を
か
ぶ
り
、
家
々
を
回
る
な
ま
は
げ

わ
ら
の
束
を
稲
に
見
立
て
、
丁
寧
に

雪に覆われた六地蔵堂

供物やタラの木のゴンギョウ

ケラミノをまとって

出発に先立ち、本尊に手を合わせて

ふ
る
さ
と
歳
時
記

年
中
行
事
は
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
彩
り
、

地
域
の
一
体
感
を
高
め
る
。

ま
た
、
伝
統
や
文
化
を
形
作
り
な
が
ら
、

地
域
社
会
の
繁
栄
を
願
う
私
た
ち
の
心
も
育
て
て
く
れ
る
。

こ
の
冬
、
先
人
の
思
い
を
受
け
継
ぎ
、

習
わ
し
を
守
る
人
た
ち
を
追
っ
た
。

　　　　　　　　　雪中田植えを続ける

　　　　　　　　佐藤 久通さん（30歳）
　　　　　　　　　伝統がすたれないよう、　
　　　　　　　　先代からの習わしを引き継
ぎ、絶やさない気持ちで努めています。地域
や家庭で行われた行事も昔の形ではなくても
いいので、続けてほしいと願っています。

　なまはげを復活した

　髙 橋  良さん（53歳）
　集落の皆さんから「久々
にやってもらってありがたい。
毎年続けてほしい」と言ってもらえました。
20～ 30代の若い人たちに引き継いでもらえ
るような方向に向かっていければと思います。

　　　　　　　　　千体地蔵護持会長の

　　　　　　　　髙橋喜一郎さん（89歳）
　　　　　　　　　先の戦争の生き残りの１
　　　　　　　　人として、亡くなった方を
弔う気持ちでこの初地蔵詣りを始めました。
これからも途中でやめないで、長く続けてほ
しいと願っています。

ま
い
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秋
田
を
代
表
す
る
民
俗
行
事「
な
ま
は
げ
」。

岩
城
地
域
君
ヶ
野
集
落
の
な
ま
は
げ
が
復
活

を
遂
げ
、
１
月
14
日
に
家
々
を
回
っ
た
。

　

岩
城
地
域
の
な
ま
は
げ
は
、
子
ど
も
向
け

の
小
正
月
行
事
と
し
て
１
０
０
年
以
上
に
及

ぶ
歴
史
が
あ
っ
た
も
の
の
、
少
子
化
に
伴
い
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
休
止
に
。
君
ヶ
野
集
落
の

髙
橋
良
さ
ん
（
53
歳
）
は
伝
統
あ
る
民
俗
行

事
の
復
活
を
自
治
会
に
提
案
。
会
の
後
押
し

を
受
け
て
、
12
年
ぶ
り
に
再
開
を
果
た
し
た
。

　

当
日
は
20
〜
50
代
の
男
性
４
人
が
ケ
ラ
ミ

ノ
を
ま
と
い
、
面
を
か
ぶ
っ
て
な
ま
は
げ
に

な
り
、
竹
笛
を
吹
き
な
が
ら
訪
問
に
応
じ
た

約
20
戸
を
訪
ね
た
。
荒
々
し
く
家
に
入
り
、

「
体
に
気
を
付
け
で
な
。
呑
み
す
ぎ
る
な
よ
」

な
ど
と
大
声
で
呼
び
か
け
た
。

　

佐
藤
亜
希
子
さ
ん
（
30
歳
）
は
「
小
さ
い

頃
に
泣
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
子
ど
も

に
見
せ
ら
れ
て
良
か
っ
た
」
と
話
し
た
。

30
人
が｢

初
地
蔵
か
ん
じ
き
詣
り｣

雪
を
踏
み
し
め
、
無
病
息
災
願
う

　
「
初
地
蔵
か
ん
じ
き
詣
り
」
が
１
月
24
日
、

折
渡
千
体
地
蔵
（
大
内
地
域
）
で
行
わ
れ
た
。

赤
田
の
長
谷
寺
を
開
い
た
是
山
禅
師
の
寄
進

と
さ
れ
る
「
延
命
地
蔵
尊
」
を
本
尊
に
、
そ

の
志
を
引
き
継
ぐ
地
元
有
志
が
平
成
元
年
か

ら
２
年
か
け
、
全
国
か
ら
寄
進
さ
れ
た
１
０

１
２
体
を
参
道
脇
に
設
置
、
折
渡
千
体
地
蔵

と
な
っ
た
。

　
「
初
地
蔵
か
ん
じ
き
詣
り
」
は
折
渡
千
体

地
蔵
護
持
会
が
平
成
３
年
か
ら
行
っ
て
い
る

行
事
で
、
今
年
は
市
内
外
の
約
30
人
が
参
拝
。

菅
笠
を
か
ぶ
っ
て
ケ
ラ
を
ま
と
い
、
わ
ら
靴

を
履
い
た
会
員
が
先
頭
に
な
っ
て
雪
を
踏
み

し
め
、
無
病
息
災
や
恒
久
平
和

な
ど
の
願
い
を
込
め
な
が
ら

約
２
㌔
の
参
道
を

進
ん
だ
。

す
げ 

が
さ

小
正
月
行
事
「
雪
中
田
植
え
」

五
穀
豊
穣
、
家
内
安
全
の
一
年
に



 「
自
動
販
売
機
設
置
業
者
」
を
募
集

　

４
月
１
日
開
館
の
民
俗
芸
能
伝
承

館
「
ま
い
ー
れ
」
に
自
動
販
売
機
を

設
置
す
る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

設
置
場
所　

民
俗
芸
能
伝
承
館
（
鳥

　

海
町
伏
見
字
久
保
１
３
５―

９
）

設
置
期
間　

４
月
１
日
〜
平
成
30
年

　

３
月
31
日
（
更
新
可
）

募
集
期
間　

２
月
15
日
㈬
〜
28
日
㈫

取
扱
商
品　

清
涼
飲
料
水
な
ど

※

詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

鳥
海

　

教
育
学
習
課　

☎
57―

２
８
８
１

市
の
「
奨
学
資
金
制
度
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

対
象　

大
学
・
短
大
・
高
等
専
門
学

　

校 

・
専
修
学
校
・
高
校
の
学
生

貸
与
月
額　

高
校
生
２
万
円
以
内
、
大

　

学
生
ほ
か
５
万
円
以
内

申
し
込
み
方
法　

学
校
教
育
課
ま
た

　

は
各
地
域
の
教
育
学
習
課
に
備
え

　

付
け
の
申
込
用
紙
に
記
入
の
上
、
必

　

要
書
類
と
と
も
に
提
出
し
て
く
だ

　

さ
い
。
選
考
委
員
会
で
採
用
の
可

　

否
を
決
定
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

３
月

　

１
日
㈬
〜
31
日
㈮
ま
で
、
学
校
教

　

育
課　

☎
32―

１
３
３
０
、
ま
た

　

は
各
地
域
の
教
育
学
習
課

パ
ソ
コ
ン
講
習
受
講
者
募
集

日
程　

各
講
習
と
も
２
日
間

時
間　

10
時
〜
16
時

会
場　

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

受
講
料　

４
０
０
０
円

コ
ー
ス
・
期
日

○
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
コ
ー
ス

　

２
月
21
日
・
23
日

○
文
書
作
成
（
ワ
ー
ド
）
コ
ー
ス

　

２
月
28
日
・
３
月
２
日

○
表
作
成
（
エ
ク
セ
ル
）
コ
ー
ス

　

３
月
７
日
・
９
日

問
い
合
わ
せ
先　

職
業
訓
練
協
会　

　

☎
23―

５
５
０
２
（
受
け
付
け　

　

平
日
９
時
〜
17
時
）

 「
市
営
住
宅
」
入
居
者
を
募
集
中

　

市
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

特
定
公
共
賃
貸
住
宅

岩
城
地
域　
　
　

３
戸
（
田
町
）

矢
島
地
域　
　
　

１
戸
（
大
川
原
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
住
宅

岩
城
地
域　
　
　

１
戸
（
城
下
）

公
営
住
宅

岩
城
地
域　
　
　

１
戸
（
愛
宕
東
）

　
　
　
　
　
　
　

１
戸
（
高
城
）

　
　
　
　
　
　
　

１
戸
（
亀
田
中
央
）

　
　
　
　
　
　
　

２
戸
（
海
浜
）

　
　
　
　
　
　
　

１
戸
（
鶴
岡
）

矢
島
地
域　
　
　

１
戸
（
小
田
）

　
　
　
　
　
　
　

１
戸
（
下
山
寺
）

10広報ゆりほんじょう 平成29年２月15日号

　
　
　
　
　
　
　

２
戸
（
栩
木
田
）

東
由
利
地
域　
　

１
戸
（
吉
野
）

鳥
海
地
域　
　
　

３
戸
（
下
野
）

　
　
　
　
　
　
　

１
戸
（
鶴
ヶ
平
）

公
共
住
宅

東
由
利
地
域　
　

１
戸
（
吉
野
）

鳥
海
地
域　
　
　

１
戸
（
笹
子
）　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

入
居
の
条
件
な
ど
詳
し
く
は
、
２

　

月
27
日
㈪
ま
で
、
建
築
住
宅
課　

　

☎
24―

６
３
３
４
、
ま
た
は
各
総

　

合
支
所
建
設
課

自
衛
官
候
補
生
・
予
備
自
衛
官
補　

採
用
試
験
を
行
い
ま
す

【
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）】

試
験
日　

３
月
５
日
㈰

試
験
場
所　

陸
上
自
衛
隊
秋
田
駐
屯

　

地
（
秋
田
市
寺
内
）

応
募
資
格　

平
成
29
年
４
月
１
日
現

　

在
、
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
子

受
付
期
間　

３
月
３
日
㈮
ま
で

【
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
公
募
）】

試
験
日　

４
月
16
日
㈰

試
験
場
所　

陸
上
自
衛
隊
秋
田
駐
屯

　

地
（
秋
田
市
寺
内
）

応
募
資
格　

平
成
29
年
４
月
１
日
現

　

在
、
18
歳
以
上
34
歳
未
満

受
付
期
間　

４
月
７
日
㈮
ま
で

※

技
能
公
募
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

自
衛
隊
由
利
本
荘

　

地
域
事
務
所　

☎
22―

３
４
７
９

　

  「
お
知
ら
せ
」
に
は
、
主
催
団
体
な
ど
を
所
管
す
る
市
の
担
当
課
の
承
認
を
得
た
内
容
の
記
事

を
掲
載
し
ま
す
。
掲
載
を
希
望
の
際
は
、
各
担
当
課
へ
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 （
記
事
の
締
め
切
り
は
発
行
日
の
約
20
日
前
。
前
後
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
お
早
め
に
。）

◇
掲
載
基
準　

…

募　

集

恩
田　

陸

林　

典
子

産
業
開
発
機
構
株
式
会
社

新
井　

鴎
子
／
高
橋　

幸
代

生
活
の
木

百
田　

尚
樹
／
石　

平

新
田　

亜
素
美

西
山　

朗
子

伊
藤　

勇
司

ヘ
レ
ナ
・
ド
ゥ
ニ
チ
・
ニ
ヴ
ィ
ン
ス
カ

新
津　

春
子

福
呂　

淳
／
加
瀬　

洋
光

松
下　

恵
子

渡
辺　

久

佐
々
木　

さ
ゆ
り

Ｍ
Ｂ

西
田　

公
昭

岩
木　

一
麻

倉
都　

康
行

主
婦
の
友
社

マ
フ
ラ
ー
を
し
て
も
た
き
火
を
し
て
も
あ
た
た
か

く
な
ら
な
い
。
と
っ
て
も
寒
が
り
な
ペ
ン
ギ
ン
く

ん
が
、
あ
た
た
か
い
場
所
を
探
し
奮
闘
す
る
お
話
。

さ
む
が
り
ペ
ン
ギ
ン

コ
ン
ス
タ
ン
ツ
ェ
・
フ
ォ
ン 

キ
ッ
ツ
ィ
ン
グ　

著

小
学
館
／
１
２
９
６
円

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
は
現
代
社
会
に
必
要
な
仕
事
だ

が
、
そ
の
実
態
は
見
え
に
く
い
。
仕
事
内
容
や
魅
力
、

必
要
性
を
、
分
か
り
や
す
く
説
明
し
た
入
門
書
。

こ
れ
が
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
と
い
う
仕
事
で
す

中
村　

剛　

著

み
ら
い
／
２
１
６
０
円

約
１
２
０
年
前
の
白
熱
電
球
に
は
じ
ま
る
家
電

の
あ
る
生
活
。
大
正
、
昭
和
初
期
の
発
明
・
普

及
の
実
態
を
中
心
に
、
家
電
の
黎
明
期
を
辿
る
。

に
っ
ぽ
ん
家
電
の
は
じ
ま
り

大
西　

正
幸　

著

技
報
堂
出
版
／
２
１
６
０
円

 〈児童書〉
 〈Ｕ-20
 （10代向けの本）〉  〈一般書〉

七
月
に
流
れ
る
花

キ
ル
ギ
ス
の
誘
拐
結
婚

ス
マ
ー
ト
農
業
バ
イ
ブ
ル

ひ
と
さ
し
指
の
ノ
ク
タ
ー
ン

ス
ー
パ
ー
フ
ー
ド
の
教
科
書

「
カ
エ
ル
の
楽
園
」
が
地
獄
と
化
す
日

ほ
っ
た
ら
か
し
煮
込
み
レ
シ
ピ

重
ね
る
だ
け
で
お
い
し
い
ス
コ
ッ
プ
ケ
ー
キ

片
づ
け
は
「
捨
て
な
い
」
ほ
う
が
う
ま
く
い
く

強
制
収
容
所
の
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト

世
界
一
清
潔
な
空
港
の
清
掃
人

弓
道
基
本
と
上
達
法

て
づ
く
り
お
香
教
室

ウ
ル
ト
ラ
図
解
歯
周
病

本
当
は
怖
い
デ
ス
ク
ワ
ー
ク

メ
ン
ズ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
解
剖
図
鑑

マ
ン
ガ
で
わ
か
る
!
高
齢
者
詐
欺
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル

が
ん
消
滅
の
罠

地
政
学
リ
ス
ク

収
納
マ
ジ
ッ
ク

子吉川の「河川伐採木」を無償提供
詳しくは子吉川出張所ホームページをご覧ください。
受付期間　２月15日㈬～22日㈬　９時～16時（土日除く）
受付場所　子吉川出張所　※希望者多数の場合は抽選問 …秋田河川国道事務所 子吉川出張所　☎２２―６３６０
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■２月のミニチャレンジデー
◇日時…２月22日㈬
 【矢島】ラージボール卓球
10時～11時　矢島勤労青少
年ホーム
 【由利】インターバル速歩
教室　15時～16時　由利Ｂ
＆Ｇ体育館
 【大内】８人制バレーボー
ル　９時～15時　松本体育
館
 【東由利】ゲートボール交
流会　10時～16時　げんき
館、バレーボール交流会
19時～21時　東由利体育館
 【西目】軽スポーツ　13時
半～15時　西目Ｂ＆Ｇ体育
館
 【鳥海】８人制バレーボー
ル教室　19時～20時半　鳥
海トレーニングセンター
問 …スポーツ課　☎32―１
３３４

■市地域づくり推進事業
　まちなみ保存と活用研修会
◇日時…２月19日㈰　13時
半～15時　◇会場…矢島町
福祉会館　◇演題…国指定
名勝「旧池田氏庭園」の価
値と魅力について（講師・
秋田公立美術大学　澤田亨
教授）　◇入場料…無料
申込  問 …矢島歴史まちな
みをまもる会　☎５６―２
０５３

■市地域づくり推進事業
　ブラボー中谷マジックショー＆
　なまり歌日本一「マサ」ライブ
◇日時…２月25日㈯　17
時～　◇会場…ホテルフォ
レスタ鳥海　◇会費…６０
００円（飲食・温泉入浴料
込み）　※矢島駅から送迎
バスを運行します。詳しく
はお問い合わせください。
申込 …フォレスタ鳥海　
☎５８―２８８８
問 …サークル「山鳩」　佐
藤さん　☎０９０―３３６７
―２５６７

■ふれあい交流会
◇日時…３月４日㈯　10時
～11時半　◇会場…鶴舞会
館３階　講堂　◇対象…障
がいをお持ちの方（年齢は
問いません）　◇内容…陶
芸教室（マグカップを作ろ
う）　◇参加料…無料　◇持
ち物…エプロン
申込  問 …２月24日㈮　正
午まで、秋田県心身障害者
コロニー管理課　松井さん
　☎３３―２２５５

■第８回「日本民謡梅清会発表会」
　全国から梅清会員40人
が集い三味線合奏や唄、踊
りを演じます。
◇日時…３月４日㈯　12
時半～　◇会場…黄桜温泉
「湯楽里」 大広間　◇入場
料…無料　
問 …東由利民謡同好会　
佐藤さん　☎０８０―５５
７２―２９９０

■子育てサロン「なかまっ子」
◇日時…２月25日㈯　10
時～正午　◇会場…鶴舞会
館　講堂　◇内容…ひなま
つり　◇対象…親と子、祖
父母と孫など、どなたでも
　◇参加料…無料
申込  問 …２月23日㈭まで、
市社会福祉協議会本荘支所
　☎２４―３６３４

■あきたスギッチファンド助成事業
　高齢者買い物支援ＩＴ講習
◇日時…３月15日㈬、16日
㈭、17日㈮　10時～正午
◇会場…カダーレ　会議室
１　◇対象… 60歳以上で、
インターネットを使っての
日用品などの買い物をした
い方（パソコン操作未経験
者も可）　◇定員… 10人　
◇参加料…５００円
申込  問 …３月10日㈮まで、
ぱそらいふ秋田　仙道さん
　☎０７０―６６２９―８３
０２

高
校
生
就
職
面
接
の
受
け
方
答
え
方

青
の
数
学　

２

カ
ブ
キ
ブ
!　

４
〜
５
巻

上
手
な
脳
の
使
い
か
た

吹
部
ノ
ー
ト　

１
〜
２
巻

正
し
い
目
玉
焼
き
の
作
り
方

成
美
堂
出
版
編
集
部

王
城　

夕
紀

榎
田　

ユ
ウ
リ

岩
田　

誠

オ
ザ
ワ
部
長

森
下　

え
み
こ

ざ
し
き
わ
ら
し

ル
ル
と
ラ
ラ
の
ア
ロ
ハ
!
パ
ン
ケ
ー
キ

本
当
は
す
ご
い
森
の
話

に
っ
こ
り
お
す
し
と
わ
さ
び
く
ん

11
歳
の
バ
ー
ス
デ
ー　

ぼ
く
ら
の
ス
マ
イ
ル
・
リ
ッ
プ

な
き
ご
え
バ
ス

柳
田
国
男
／
京
極
夏
彦　

ほ
か

あ
ん
び
る　

や
す
こ

田
中　

惣
次

佐
川　

芳
枝

井
上　

林
子

え
が
し
ら　

み
ち
こ

平成29年度「統計の日」標語を募集
総務省では統計の日（10月18日）を周知するための標語を募集しています。
募集期間　２月１日㈬～３月31日㈮
※詳しくは総務省ホームページをご覧ください。

相　

談

 「
カ
ダ
ー
レ　

ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

参
加
者
を
募
集
!

　

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
と
ダ
ン
ス
大
会
を
開
催
し

ま
す
。
初
心
者
か
ら
上
級
者
ま
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

講
師
・
審
査
員　

Ｍ
ｙ
ｓ
ｔ
ｉ
ｋ
ａ

　

ｌ　

ｗ
ａ
ｘ
ｘ
、Ｋ
Ｏ―

Ｔ
Ａ
Ｎ

　

Ｇ
さ
ん

●
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ…

５
月
13
日
㈯

時
間
・
参
加
料　

未
経
験
者
ク
ラ
ス

　

 

・
初
級
ク
ラ
ス　

14
時
〜
15
時
20

　

分 （
未
経
験
者
＝
千
円
、
初
級
＝

　

２
千
円
）、
中
級
ク
ラ
ス　

14
時

　

〜
15
時
20
分
（
２
５
０
０
円
。
初

　

級
・
中
級
の
両
方
参
加
の
方
は
５

　

０
０
円
引
き
）

●
大
会…

５
月
14
日
㈰

部
門　

キ
ッ
ズ
・
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
、

　

高
校
・
一
般
部
門

参
加
料　

１
人
に
つ
き
千
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

２
月

　

15
日
㈬
〜
４
月
15
日
㈯
ま
で
、
カ

　

ダ
ー
レ
事
務
局　

☎
22―

２
５
０

　

０
（
内
容
は
変
更
の
場
合
あ
り
）

 「
特
設
人
権
相
談
所
」
開
設

日
時　

３
月
１
日
㈬　

13
時
〜
15
時

会
場　

岩
城
会
館

相
談
内
容　

人
権
相
談
、
土
地
、
建

　

物
の
権
利
・
登
記
、
子
ど
も
の
人

　

権
（
い
じ
め
、
不
登
校
、
体
罰
）

　

な
ど

問
い
合
わ
せ
先　

法
務
局
本
荘
支
局

　

☎
22―

１
２
０
０

相
続
セ
ミ
ナ
ー
・
相
続
無
料
相
談
会

日
時　

２
月
25
日
㈯　

セ
ミ
ナ
ー
＝

　

13
時
〜
14
時
、
無
料
相
談
会
＝
13

　

時
〜
15
時

会
場　

市
民
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー　

参
加
料　

無
料
（
申
し
込
み
不
要
）

問
い
合
わ
せ
先　

秋
田
県
司
法
書
士

　

会　

☎
０
１
８―

８
２
４―

０
１

　

８
７

税
理
士
に
よ
る
無
料
相
談

日
時　

３
月
４
日
㈯
〜
５
日
㈰　

10

　

時
〜
15
時

会
場　

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
先　

東
北
税
理
士
会　

　

本
荘
支
部　

小
林
さ
ん　

☎
35―

　

４
１
３
７

２月28日㈫　固定資産税（第４期）、国保税（第８期）
　市が納付を確認できるまでに、金融機関などに納付されてか
ら１週間程度かかります。納税証明などでお急ぎの場合は、領
収証書や引き落とし額が記帳された通帳をご持参のうえ市民窓
口センターに申請してください。
問い合わせ先　税務課　☎２４―６３０３（納税証明など）
　　　　　　　収納課　☎２４―６２０６（口座振替など）
　　　　　　　または各総合支所振興課

市税・国保税　納期限のお知らせ
～ 納期内に納めましょう ～

納付は便利で確実な
口座振替で



　ゲストプレゼンターとして、市スポー
ツ振興大使の藤川亜希さん（ルートイン
ホテルズ女子陸上部監督・本荘高校出
身）が参加します。
日時　３月19日㈰　10時～
会場　水林陸上競技場
種目
　○小学生男子・女子２㌔
　○中学生男子４㌔・女子３㌔
　○高校生男子４㌔・８㌔
　○高校生女子４㌔
　○一般男子（49歳以下）４㌔・８㌔
　○一般女子（年齢制限なし）４㌔
　○壮年男子Ａ （50歳代）４㌔
　○壮年男子Ｂ （60歳以上）４㌔
　○壮年男子（50歳以上）８㌔
参加料　小・中学生　千円、高校生　２
　千円、一般・壮年　３千円
申し込み・問い合わせ先
　スポーツ課　☎３２―１３３４

日時　３月４日㈯　９時～
会場　由利体育館
参加料　２０００円／チーム
定員　12チーム（先着順）
 【代表者会議・抽選会】
日時　３月１日㈬　19時～
会場　善隣館（視聴覚室）
申し込み・問い合わせ先
　２月28日㈫まで、フットサル実行委員
　佐藤さん　☎０９０―２２７７―５４１
　６

　雪の中で糖度の増した、甘いキャベツ
の収穫体験に参加してみませんか？
　参加者の皆さんにフランス鴨汁のサー
ビスもあります。
日時　３月５日㈰　10時～正午
会場　東由利野球場付近
体験料　１０００円（キャベツ５個含む）
申し込み・問い合わせ先
　２月27日㈪まで、東由利グリーン・ツー
　リズム研究会　事務局　小野さん　☎
　０９０―４８８６―９７２１

　頂上で記念写真を撮り、下山後は黄桜
温泉でおくつろぎください。
日時　３月12日㈰　９時～15時（荒天時、
　中止の場合あり）
集合場所　東由利総合支所（バスで登山
　口まで送迎します）
参加料　１０００円（傷害保険、湯楽里
　入浴券など含む）
持ち物　かんじきやストック、防寒具な
　ど登山用具、昼食
申し込み・問い合わせ先
　３月３日㈮まで、市観光協会東由利支
　部（東由利総合支所産業課）　☎６９ー
　２１１６

日時　３月４日㈯　13時半～ 16時
会場　アクアパル多目的ホール
対象　青少年健全育成に関心のある方
内容　活動発表、子ども伝承芸能発表ほか
参加料　無料（申し込み不要）
問い合わせ先
　生涯学習課　☎３２―１３３２

　 「歌うことが好きな方」「英語の歌を
歌ってみたい方」は気軽にお越しください。
日時　２月23日㈭　10時半～正午
会場　カダーレ練習室２
参加料　５００円
問い合わせ先
　ジャズスタンダードボーカル　佐藤さ
　ん　☎０９０―２２７３―２７９４
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㈯
／３ 4

㈰
／３ 5

　認知症に関する日頃の悩みや苦労を、
コーヒーでも飲みながら気軽にお話しし
てみませんか？（申し込み不要）
日時　２月25日㈯　14時～ 16時
会場　ＮＰＯ法人由利本荘にかほ市民が
　健康を守る会事務所（石脇字石脇２）
対象　どなたでも（認知症の方本人の参
　加も可能です)
内容　認知症の方本人やその家族が集ま
　り、自由に話をして仲間づくりをします
参加料　無料
問い合わせ先　公益社団法人認知症の人
　と家族の会　☎２３―４４８８

日時　２月22日㈬　14時～
会場　アクアパル多目的ホール
内容　講話「県内の犯罪情勢及び防犯対
　策について」（講師　由利本荘警察署）、
　講演「消費生活出前講座」（講師　秋
　田県生活センター）
申し込み・問い合わせ先
　市防犯協会事務局（生活環境課内）
　☎２４―６２５３

　岩城地域「天鷺ワイン」と矢島
地域「花立牧場工房ミルジー」の
商品が２～４月の間、毎月お手元
に届きます。香り高いプラム、濃
厚なジャージー牛の乳製品をぜひ
ご賞味ください。
料金　３０００円／月
　（２～４月で計９０００円・税込み）
申し込み・問い合わせ先
　２月20日㈪まで、㈱岩城　天鷺
　ワイン事業課　☎７４―２１００、
　花立牧場工房ミルジー　☎５５―
　２９２９

　イオンスーパーセンター㈱・
マックスバリュ東北㈱から「レジ
袋の削減に向けた取り組みに関す
る協定」に基づき、有料レジ袋の
売上の一部として金一封の寄付を

いただきました。寄付金は環境保
全活動や地域貢献活動に有効活用
させていただきます。
問い合わせ先
　生活環境課　☎２４―６２５３

「スポーツ立市由利本荘」宣言記念
第52回市クロスカントリーレース㈰

／３ １９

第11回市社会人フットサル大会

雪山八塩登山㈰
／３ １２

ジャズ・スタンダード
英語で歌おう♪㈭

／２ ２３

雪中キャベツ収穫体験

㈯
／３ 4 子ども・若者活躍推進事業

取組発表会
̶青少年育成運動活性化研修会̶

認知症の人と家族のつどい㈯
／２ ２５

由利本荘地区
活動力アップセミナー

天鷺ワイン＆花立牧場工房
コラボ頒布会２０１７

イオンスーパーセンター㈱・
マックスバリュ東北㈱
有料レジ袋売上の一部を市に寄付

㈬
／２ ２２

※送付される商品の一例
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朝霧　乙妃ちゃん（  正  さん）東梵天

佐々木陽琉ちゃん（翔弥さん）川口

菅原　莉音ちゃん（  裕  さん）鶴沼

豊嶋　海智ちゃん（  誠  さん）石脇

石川　美央ちゃん（  航  さん）石脇

<１月15日～ 31日受け付け分> 佐藤　　凪ちゃん（尚徳さん）石脇

工藤　悠真ちゃん（真貴さん）川口

髙橋　綺乃ちゃん（征暁さん）西小人町

川井　陽菜ちゃん（邦博さん）石脇

小番　晶翔ちゃん（裕弥さん）矢島町七日町

土田　琉葵ちゃん（長洋さん）矢島町元町

佐々木俐人ちゃん（  渉  さん）森子

遠藤　圭人ちゃん（義浩さん）岩谷町

齋藤　結斗ちゃん（  拓  さん）西目町西目

佐藤　詩大ちゃん（大介さん）西目町海士剝

伊藤　大翔ちゃん（雄大さん）西目町沼田

永井　清人ちゃん（  亮  さん）西目町沼田

村上みき子さん

須藤　定雄さん

堀　多美子さん

猪股ヤエミさん

小松喜代子さん

横山　國夫さん

加賀谷ヱミさん

猪股　チヱさん

高橋　英子さん

大滝キヨヱさん

小山　　優さん

齋藤ツギ子さん

近江　ヨシさん

齋藤　正志さん

豊嶋　賢一さん

（東梵天・57歳）

（円正脇・87歳）

（石脇・45歳）

（上野・93歳）

（小人町・93歳）

（鶴沼・77歳）

（松ヶ崎・87歳）

（鶴沼・92歳）

（片町・54歳）

（芦川・93歳）

（西梵天・79歳）

（福山・79歳）

（薬師堂・87歳）

（石脇・72歳）

（玉ノ池・87歳）

佐藤　銀作さん

鈴木　トヨさん

土田　光子さん

眞坂キヨヱさん

佐藤テルミさん

阿部　佐助さん

今野　イネさん

三浦　シギさん

和田　長子さん

福岡　文雄さん

菅野　ミツさん

熊谷ミツエさん

佐藤　セツさん

佐藤ヨシミさん

神坂美代子さん

齊藤サカヱさん

菅　　トキさん

伊藤タチヱさん

（石脇・97歳）

（矢島町城内・90歳）

（矢島町元町・80歳）

（矢島町城内・93歳）

（矢島町城内・91歳）

（岩城亀田亀田町・78歳）

（岩城内道川・89歳）

（岩城亀田愛宕町・87歳）

（岩城亀田亀田町・88歳）

（前郷・79歳）

（小菅野・95歳）

（前郷・97歳）

（蟹沢・90歳）

（黒沢・91歳）

（滝・87歳）

（松本・89歳）

（岩谷麓・81歳）

（中田代・95歳）

伊藤　俊一さん

新田ユリ子さん

渡會　榮一さん

小助川ヤスさん

庄司　禮三さん

小松　サトさん

正木　テルさん

田口シユサさん

佐々木ツマさん

遠藤八重子さん

長谷山サタヨさん

佐々木　進さん

髙橋　幸夫さん

佐々木　雄治さん

佐々木久髙さん

小沼　孝栄さん

佐藤　榮𠮷さん

佐藤　忠直さん

佐藤　一子さん

（大内三川・84歳）

（大内三川・75歳）

（岩谷町・77歳）

（深沢・97歳）

（葛岡・79歳）

（中田代・98歳）

（加賀沢・88歳）

（大内三川・92歳）

（岩野目沢・98歳）

（長坂・86歳）

（東由利黒渕・99歳）

（西目町海士剝・64歳）

（西目町沼田・85歳）

（西目町沼田・87歳）

（西目町海士剝・89歳）

（鳥海町下川内・66歳）

（鳥海町伏見・94歳）

（鳥海町下川内・85歳）

（鳥海町下川内・91歳）

（本荘・85歳）

（荒町・84歳）

（石脇・64歳）

（石脇・74歳）

（後町・96歳）

（赤沼下道・87歳）

（田町・77歳）

（薬師堂・85歳）

（谷地町・83歳）

（薬師堂・81歳）

（浜ノ町・82歳）

（川口・64歳）

（石脇・81歳）

（大鍬町・79歳）

（石脇・65歳）

<１月15日～ 31日受け付け分>
「お誕生」「おくやみ」欄に掲載を希望される方は、市民課
（各総合支所市民福祉課、出張所）の窓口にお申し出ください。

鈴木　一夫さん（旧本荘市功労者・内越）
１月18日永眠されました。昭和16年から37年間にわたり、本
荘地域の消防団員として安全安心な社会づくりに尽力されまし
た。この間、消防団部長、副分団長を務め、消防団の充実と発
展に貢献されました。昭和60年勲六等瑞宝章。同年本荘市民生
功労。93歳。

おとひ
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  う　た

たい  が

きよ  と

２月11日～ スタート
 由利本荘ひな街道

　２月11日㈯から「ひな街道」企画展がス
タートしています。また、３月11日㈯から
本荘・矢島・岩城地域で「町中ひなめぐり」
も始まります。詳しくは本紙３月１日号に
掲載するほか、市観光協会ホームページ、
市役所や各総合支所に設置の「ひな街道」
リーフレットをご覧ください。

  【企画展を市内美術館などで開催】
　各地域で古くから大事にされてきたおひ
なさまを展示しています。また、 Ａ５ラン
クの秋田由利牛などが当たるスタンプラ
リーを同時開催。詳しくは市観光協会ホー
ムページをご覧ください。
日時　２月11日㈯ ～４月２日㈰ 
会場　亀田城佐藤八十八美術館、天鷺村、
　本荘郷土資料館、矢島郷土資料館、修身館、
　出羽伝承館（入館料が必要な施設あり）

◇お琴で奏でるひなまつり
　おひな様に囲まれ、目と音で「ひなまつ
り」を満喫しましょう。（入場無料）
日時　３月５日㈰　13時半～
会場　亀田城佐藤八十八美術館
  【 「ひなメニュー」をご賞味ください】
　ひな街道の開催に合わせ、市内のレスト
ランなどで特別ひなメニューを提供してい
ます。店舗によっては予約が必要なものも
あります。事前に市観光協会ホームページ
でご確認ください。

㈯／２１１
㈰／４ ２～

問い合わせ先　市観光協会（観光文化振興課内）　☎２４―６３４９

　住民票の住所の異動届（転出届・転入届・
転居届など）は、国民健康保険、国民年金、
選挙人名簿への登録などにつながる大切な
手続きです。忘れずに届け出をお願いします。
　皆さんに送付しているマイナンバーの通

知カード、または写真付きマイナンバーカー
ド、住民基本台帳カードをお持ちの方は住
所の異動届時にお持ちください。
問い合わせ先
　市民窓口センター　☎２４―６２９１

住所の異動手続きを忘れずに
引っ越しをするときは…

鎌田　秀夫さん

工藤　勇市さん

齋藤やえ子さん

細貝　政一さん

増村　孝子さん

磐田　リエさん

𠮷川　亮二さん

冨樫由之助さん

伊藤　教子さん

佐藤　繁男さん

阿部　敏一さん

金子　光三さん

髙橋　敬子さん

佐藤　　勝さん

畠山　秀勝さん



15 Yurihonjo city public Relations. 2017

１月末日現在・住民基本台帳
（　）は前月比

人口　 79,556人（-101）
男 =37,983人（-32）
女 =41,573人（-69）

世帯数 30,513世帯（-36）
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１月の交通事故発生状況 
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事故･違反･飲酒運転のない街に！

  （１月31日現在・由利本荘署管内）

累計 昨年同期

12件

0人

15人

12件

０人

15人

３件

０人

３人

▶▶催し・おしらせ
■第６回「がん体験者の集い」
　患った部位に関係なく、語り合って
気持ちを楽にしませんか。参加は無料、
申し込みも不要です。
日時　２月26日（日）10時～正午
会場　鶴舞会館　第一研修室
対象　がん体験者やその家族、関心の
　　　ある方
問　由利組合総合病院がん相談支援セ
　ンター　☎２７－１２００

■ナラティブブック秋田説明会
　  「最期まで自分らしく生ききるために
　　～自分のものがたり手帳
　　　　　ナラティブブック秋田～」
　 「ナラティブ」とは「ものがたり」の
こと。自分が歩んできた道は自分の「も
のがたり」であり、それは最期まで続
く大切なものです。家族、かかりつけ
医、看護師、薬剤師、 ケアマネジャーな
どが患者さん１人１人の「ものがたり」
を大切にしながら連携し、生活や健康
を見守る仕組みが本市でも始まってい
ます。興味のある方は気軽にご参加く
ださい。参加は無料です。
日時　２月25日（土）　14時～16時半
会場　ボートプラザアクアパル
内容　 （一社）ナラティブ・ブックの佐
　藤伸彦代表理事による市民講演  
　  「命といのち ～ ものがたりの力 ～」
　のほか、基調講演、ナラティブブッ
　クの紹介など
問　由利本荘医師会事務局
　　　　　　　　　☎２２－４０８５

（大正６年１月19日生まれ・東鮎川）

市から賀詞と祝い金が贈呈されました

～ これからもお元気でお過ごしください ～

満満100100歳満100歳 おめでとうございますおめでとうございますおめでとうございます

遠藤　サトリさん

～ 市内の行事の写真 ～

県立大学前で行われた
ホップ・ステップ・キャ
ンパス。雪の中のろう
そくの明かりで幻想的
な空間になりました。

西滝沢水辺プラザでは、雪上運動会が大盛り上がり。

スノーシューをはいて、よーいドン!

 「スノーフラッグ、取ったぞー!」

寒さを吹き飛ばすような、
にぎやかな声が響きました。

Event Snapvent SnapEvent Snap

みんなで雪を楽しむみんなで雪を楽しむ!みんなで雪を楽しむ!
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各種助成金の期限をご確認ください!

　平成28年度の対象者への助成期間が平成29年３月31日で終了します。
４月１日以降に接種を受けた場合は市からの助成を受けることができませ
んので、接種を希望される方は早めに接種を受けてください。
※対象者には平成28年４月に案内を郵送しています。

■ 平成28年度高齢者用肺炎球菌定期予防接種の対象の方へ

■ 平成28年度不妊治療費の助成について

■ 里帰り先で妊婦健診や子どもの予防接種を受けられた方へ
  【妊婦健診の助成】
　秋田県内外の契約医療機関外で受診された妊婦健診について助成制度が
あります。申請期限は出産した日から７カ月以内です。
  【予防接種の助成】
　秋田県内外の契約医療期間外で今年度受診された各種予防接種について
助成制度があります。申請期限は平成29年３月31日までです。
※申請時には、領収書、母子手帳、印鑑、申請者の口座情報、妊婦健診受
　診票（妊婦健診助成申請のみ）をお持ちになり、健康管理課または各総
　合支所市民福祉課で申請してください。
※助成の対象は、妊婦健診時または予防接種時に由利本荘市に住民登録し
　ている方に限ります。

　　いずれの助成に
　ついても、詳しくは
市ホームページをご覧に
  なるか、健康管理課に
 お問い合わせください。
　 ☎２２－１８３４

　申請期限は平成29年３月31日まで（期間厳守）です。
  【一般不妊治療費の助成】
　限度額　15万円
　対　象　一般不妊治療に要した費用
  【不育症治療費の助成】
　限度額　15万円
　対　象　不育症治療費に要した費用
  【特定不妊治療費の助成】
　限度額　50万円
　対　象　特定不妊治療（体外受精・顕微授精）に要した費用の総額から
　　　　　秋田県の助成額を控除した額
※３月に治療の予定がある方は、健康管理課まで早めにご連絡ください。
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地域包括ケア ～ 最期まで安心して暮らし続ける地域づくり ～

高齢者の総合相談窓口

　いつまでも住み慣れた地域で自分らしい生活を続けるためには、やはり「健康」であることが基本
であり、それは誰もが願っていることと思います。
　介護が必要になる主な原因としては、生活習慣病や認知症、骨折、関節の痛みや変形などによる病
気、筋力の低下などを原因とする「ロコモティブシンドローム」が挙げられます。現在、健康管理課
では、インターバル速歩やロコモティブシンドローム予防の体操など、「運動」での健康づくりを推
進しています。将来的にはこうした健康づくり、介護予防のメニューを、身近な公民館で誰でも定期
的に受けられるような仕組みを作ろうと検討しています。
　これからも１人１人に適した運動メニューやサロンを紹介したり、町内会や老人クラブなどのグ
ループで「宅配講座」を開催するなど皆さんの健康づくりを支援していきます。市民の皆さんの自主
的な健康づくりの行動が、仲間づくりや地域へ広がることを期待しています。

成人保健班長  佐藤 尚子

問い合わせ先：地域包括支援センター　☎２４－６３２４

大人も子どもも雪遊び!
　（１月29日・西滝沢
　　　　　水辺プラザで）


